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（１）草加市の概要 

 草加市は、埼玉県の東南部に位置し、市の南部を東京都足立区に接してい

る。 

 昭和３３年に人口３万人で市制を施行した。東武線沿線の宅地開発や東京

メトロ日比谷線の相互乗り入れ、また、当時東洋一のマンモス団地といわれ

た松原団地の造成等により人口が増え始めた。その後、東京近郊という立地

条件から人口は急激に増え、現在では２４万人を超える市となった。 

 

             年齢別・男女別人口（平成２６年１月１日現在） 

 

          

           

          

 

（２）取組の契機 

 （ア）特定健診受診率と生活習慣病  

  草加市における特定健診受診状況のうち、若い世代である４０～５０歳

 代を県内他市町村と比較した場合、受診率は低くなっている。また、疾患

 別の受診件数（１００人あたりの受診件数）を年代別にみてみると、高血

 圧性疾患では５０歳以降の年齢が県内平均を上回っており、糖尿病、脳内

 出血では、５０歳代の件数が県内平均を上回っている。さらに、脳内出血

 と腎不全では、受診件数のピーク年齢が５０歳代であり、県内平均の６０

 歳代と比較すると一世代前倒しで診療のピークを迎えていることがわかる。 

  このことから、草加市は、高齢化率が２０．８％と低く、比較的若い年 

 齢構成の市ではあるが、生活習慣病で受診している市民の割合が他市町村

 と比べて高く、また若い世代から罹患しているということが分かる。 

 

健康長寿に係る先進的な取組事例 



 

         

      

  

  以上、統計より見えてきた草加市の特性を考慮し、より効果的な取組み

 となるよう４０～５０歳代を対象に、特定健診の受診率を上げる方法を考

 えた。 

 

（イ）取組の概要 

  親子が参加する市内の行事にブースを設け、親子で体を動かす習慣をつ

 けることに併せ、特定健診の受診勧奨を目的に事業を実施した。具体的に

 は、行事に参加している幼児から中学生を対象に、運動したらチェックを

 つけていく「メッセージ入りがんばりシート」に、親や祖父母あてに「い

 つまでも健康でいてほしい」という思いを込めた、言葉や絵を書いてもら

 い、がんばりシートを完成させ、プレゼントとした。 

  シートには、健康づくりの参考にしてもらうため、特定健診や食事につ

 いての情報を掲載した。  

草加市 県内市町村全体 



 

 

（ウ）取組の内容 

事業名 すこやかキッズ 

事業開始 平成２３年度（すこやかキッズは平成１６年度より。このうち特定健診

の受診勧奨は平成２３年度より実施） 

 

 平成２６年度 平成２５年度 

予算 色上質紙２〆 ２，４００円 色上質紙２〆 ２，４００円 

参加人数 ２８９人＋α 

（平成２７年１月実施予定） 
５４２人 

期間 平成２６年１１月～平成２７年１月 平成２５年１１月～平成２６年１月 

実施体制 保険年金課職員１人 

保健センター 管理栄養士１人、

       保健師２人 

保険年金課職員２人 

保健センター 管理栄養士１人、

       保健師２人 

実施内容 メッセージ入りがんばりシート 

づくり 

親子で体を動かすことを目的とし

た 

紙製で幅５ｃｍのメタボメジャー

づくり 

（平成２３年～平成２５年まで） 

腹囲測定用として使用する。 

 



 ①シート・看板の作成（平成２６年１０月） 

  親子で一緒に毎日の運動の内容が記入できるように作成した。余白に特

 定健診、食事等についての健康増進に関する情報を掲載した。 

 

 ②行事開催者との打ち合わせ(平成２６年１０月） 

  ブースの場所、内容に関しての打ち合わせをした。 

 

 ③シートへの記入 

  行事に参加している親子に声をかけ、シートへ子ども自身の言葉や絵で

 メッセージを記入してもらう。記入が終わったらプレゼント用の袋とリボ

 ンでラッピングし、子どもから親または祖父母に渡してもらった。 

 

（エ）取組の効果 

 ①特定健診の受診効果 

  特定健診の受診勧奨は平成２３年度から始めているが、当初勧奨できた

 件数は少なく効果をみることは難しかったが、平成２４年度からは、勧奨

 件数を増やすことができた。 

  平成２４年度と平成２５年度の４０～５０歳代の特定健診受診数を比較

 すると、２４年度は５，８３６人だったが２５年度は６，４００人と受診

 者数が増えている。受診勧奨を行った効果か定かではないが、子どもから

 の直接の呼びかけは受診勧奨の手段として有効であると考えられるので、

 今後も継続していきたい。 

 

 ②市にとっての効果 

  特定健診の受診者数が増えることにより、メタボリックシンドロームの

 予防や、重症化を予防することができる。また、その結果、国民健康保険

 における医療費を削減することができるため、市民にとっても市にとって

 もメリットがあると考える。 

 

（オ）成功の要因、創意工夫した点 

 ①家族で取り組める 

  大人だけを対象にしても、なかなか関心を持ってもらうことができない

 が、子どもからアプローチすることにより、シートに目を通したり、興味

 を持ったり、親子で一緒に、楽しく行動できることが期待できる。 

 



（カ）今後の取組 

 ①効果が見えにくい 

  特定健診対象者のごく一部にしか受診勧奨をしないため、市の国民健康

 保険被保険者全体での受診勧奨の効果は把握できない。 

  しかし、若い世代への動機づけとして有効であると考えられることから、

 今後も継続して取り組んでいく。 

 

 

 


